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arthritis.. Clinical immunology 225: 108680,2021. doi: 10.1016/j.clim.2021.108680.  (IF: 10.19)  ＊

Endo Y, Kawashiri SY, Morimoto S, Nishino A, Okamoto M, Tsuji S, Takatani A, Shimizu T, Sumiyoshi R, Igawa T, Koga T,
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渡邊 毅, 髙山隼人, 松島加代子, 大園恵梨子, 道辻 徹, 清水俊匡, 古賀智裕, 江川 徹, 小川久美, 宮本俊之, 小出優史, 長谷敦子,
浜田久之：初期研修医1年次の臨床能力向上を目的としたジャンプOSCE(Objective Structured Clinical Evaluation)の試
み～examinationではなくevaluationを実践して～. 長崎医学会雑誌 96(3): 141-147, 2021.

荒牧 俊幸,梅津 彩香,原 万怜,高谷 亜由子,寺田 馨,江口 勝美,植木 幸孝,岩本 直樹,一瀬 邦弘,川上 純：単施設における生物
学的製剤未使用関節リウマチ患者(Bio-Naieve)に対する抗TNF製剤の継続率と中止理由に寄与する因子の検討 SUNSET
レジストリより. 臨床リウマチ 333): 253-263, 2021.

梅津 彩香,原 万怜,高谷 亜由子,荒牧 俊幸,寺田 馨,江口 勝美,植木 幸孝,川上 純：肺非結核性抗酸菌症合併関節リウマチに
対する治療. 九州リウマチ 41(2): 94-99, 2021.

鎌田昭江, 阿比留教生：糖尿病の栄養療法. 栄養療法ドリル, 羊土社 : 219-233, 2021.

川上 純：【膠原病に合併する進行性線維化を伴う間質性肺疾患】序. 炎症と免疫 30(1): 55, 2021.

清水 俊匡,川上 純：【膠原病に合併する進行性線維化を伴う間質性肺疾患】PF-ILDの病態. 炎症と免疫 30(1): 72-76,
2021.

川尻 真也,辻本 律,川上 純：【関節炎における関節変形を考える】関節炎における骨と腱の障害に伴う関節変形のメカ
ニズム. リウマチ科 66(2): 125-131, 2021.

川尻 真也,川上 純：【最新の膠原病診療】画像診断. 臨牀と研究 98(6): 635-639, 2021.

山田麻和,東　譲二,増村広志,葛嶋志保,冨永千恵子,池川　緑,古山雅子,折口智樹：当院における関節リウマチ患者

の身体活動及び運動、リハビリテーションに関する事態調査. 九州リウマチ 421): 77-85, 2021.

古賀 智裕,遠藤 友志郎,川上 純：MEFV遺伝子exon 10の新規変異を伴った特発性多中心性キャッスルマン病. リウマチ科
66(5): 518-522, 2021.

辻 良香,玉井 慎美,川尻 真也,川上 純：【関節リウマチの診療update-最新の診断と治療-】関節リウマチの診断 画像診断
の最新知見. 日本臨床 79(9): 1302-1308, 2021.

田﨑 典子, 松本 舞, 清水 俊匡, 田中 健之, 柳原 克紀, 西本 勝太郎, 室田 浩之：免疫抑制状態の患者の右手に発症した
Mycobacterium marinum感染症. 皮膚病診療 43(7):  2021.

一瀬 邦弘：EULAR/ACR2019 SLE分類基準スコアと予後の関連. リウマチ科 66(6): 644-649, 2021.

Niri T, Horie I, Kawahara H, Ando T, Fukuhara N, Nishioka H, Inoshita N, Fujisawa H, Suzuki A, Sugimura Y, Abiru N,
Kawakami A: A case of isolated hypothalamitis with a literature review and a comparison with autoimmune hypophysitis..
Endocrine journal 68(1): 119-127,2021. doi: 10.1507/endocrj.EJ20-0300.  (IF: 2.86)  ＊
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岩本 直樹,川上 純：【一般内科医に役立つ抗リウマチ薬の最新知識】各治療薬の使い方 TNF阻害薬(関節リウマチ). 診断
と治療 109(12): 1655-1659, 2021.

中根俊成, 一瀬邦弘, 川上　純.：中枢神経の自己免疫性・炎症性疾患ハンドブック】(第2章)疾患各論　全身性エリテマ
トーデス(SLE)脳症. Brain and Nerve: 神経研究の進歩 73(5): 516-525, 2021.

一瀬 邦弘：【腎臓と免疫】免疫異常を介したループス腎炎の発症機序. 日本腎臓学会誌 63(3): 257-264, 2021.

内田 智久,岩本 直樹,岡本 百々子,川尻 真也,一瀬 邦弘,玉井 慎美,川上 純,來留島 章太,荒牧 俊幸,寺田 馨,江口 勝美,植木 幸
孝：日常診療下における24週のサリルマブの有用性と安全性. 臨床リウマチ 33(3): 198-206, 2021.

堀江一郎, 阿比留教生：内分泌疾患・糖尿病・代謝疾患―診療のエッセンス. 日本医師会雑誌 150:  2021.

古賀 彩華,川原 仁美,二里 哲朗,堀江 一郎,桑原 宏永,阿比留 教生,川上 純：糖尿病性単神経炎による左外転神経麻痺が想
定された下垂体卒中の一例. 日本内分泌学会雑誌 96(3): 862, 2021.

堀江 一郎,阿比留 教生：【グルカゴン(膵α細胞)はどこまでわかったか】グルカゴンと妊娠糖尿病、性差との関連. 月刊
糖尿病 13(3): 52-58, 2021.

川尻 真也,川上 純：【乾癬性関節炎-診断と治療における最新知見-】臨床症状と診断 画像検査. 日本臨床 79(4): 527-
533, 2021.

川上 純,川尻 真也,玉井 慎美：画像を用いた関節炎診療の利点とピットフォール. 日本内科学会雑誌 110(3): 464-470,
2021.

川端 浩,藤本 信乃,吉藤 元,黒瀬 望,山田 壮亮,矢野 真吾,川上 純,吉崎 和幸,正木 康史：キャッスルマン病の診断と治療のガ
イドライン. 血液内科 82(3): 394-401, 2021.

一瀬邦弘,藤川敬太：【SLEの臓器病変・合併症とその治療・管理】ループス腸炎・ループス腹膜炎・ループス膀胱炎.
月刊リウマチ科 65(3): 287-294, 2021.

清水 俊匡,古賀 智裕,川上 純：自己免疫疾患におけるインフラマソーム活性化. リウマチ科 65(1): 101-107, 2021.

清水 俊匡：関節痛. 研修医・若手医師のための外来必携 :  2021.

古賀 智裕,川上 純：リンパ節腫脹. 研修医・若手医師のための外来必携 :  2021.

清水俊匡, 中村英樹, 川上 純：重要な鍵分子の研究動向～シェーグレン症候群：自然免疫応答を中心に. 創薬研究者・ア
カデミア研究者が知っておくべき最新の免疫学とその応用技術 :  2021.

古賀智裕,川上 純：自己炎症性疾患、成人スティル病. ここが知りたい! 膠原病診療ハンドブック, 中外医学社 :  2021.

古賀 智裕：アミロイドーシス. リウマチ病学テキスト（改訂第3版） :  2021.

住吉 玲美, 川上 純：IL-6阻害薬・キャッスルマン病. 生物学的製剤適性使用ガイド 病態理解に沿った治療選択 :  2021.

阿比留教生, 古林正和：代謝系の副作用. 薬剤師がはじめるフィジカルアセスメント（改訂第2版） :  2021.

西小森隆太, 井澤和司, 石村匡崇, 井田弘明, 伊藤秀一, 今井浩輔, 大西秀典, 岡田 賢, 小原 收, 金澤伸雄, 金兼弘和, 河合利尚,
川上 純, 神戸直智, 岸田 大, 笹原洋二, 杉浦一充, 高田英俊, 武井修治, 野々山恵章, 平家俊男, 右田清志, 宮前多佳子, 向井知
之, 盛一享德, 森尾友宏, 八角高裕, 山田雅文, 和田泰三（以下、研究協力者：田中征治, 後藤憲志, 江口克秀, 幸伏寛和, 薗
田素史, 木下恵志郎, 土居岳彦, 溝口洋子, 津村弥来, 佐倉文祥, 江藤昌平, 野間康輔, 市川貴規, 川邉紀章, 守田吉孝, 福島紘
子, 今川和生, 古賀智裕, 白木真由香, 門脇紗織, 小野寺雅史, 内山 徹, 石川尊士, 岡井真史, 日衛嶋栄太郎, 本田吉孝, 粟屋智
就, 安部純也, 仁平寛士, 伊佐真彦, 前田由可子, 宮本尚幸, 金城紀子, 石川智朗, 葉山惟大, 国本佳代, 関中悠仁, 関中佳奈子,
竹崎俊一郎, 植木将弘, 信田大喜子, 大畑央樹, ｼｪｲﾏ ｱﾌﾞﾄﾞﾗﾌﾞ, 伊藤莉子, 松田智子, 佐藤秀三, 山﨑雄一）：令和2年度総
括研究報告書.  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体
制整備、移行医療体制の構築、診療ガイドライン確立に関する研究 :  2021.
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西小森隆太, 井澤和司, 石村匡崇, 井田弘明, 伊藤秀一, 今井浩輔, 大西秀典, 岡田 賢, 金澤伸雄, 金兼弘和, 河合利尚, 川上 純,
神戸直智, 岸田 大, 笹原洋二, 杉浦一充, 高田英俊, 武井修治, 野々山恵章, 平家俊男, 右田清志, 宮前多佳子, 向井知之, 盛一
享德, 森尾友宏, 八角高裕, 山田雅文, 和田泰三（以下、研究協力者：田中征治, 後藤憲志, 江口克秀, 幸伏寛和, 薗田素史,
木下恵志郎, 土居岳彦, 溝口洋子, 津村弥来, 佐倉文祥, 江藤昌平, 野間康輔, 市川貴規, 川邉紀章, 守田吉孝, 福島紘子, 今川
和生, 古賀智裕, 白木真由香, 門脇紗織, 小野寺雅史, 内山 徹, 石川尊士, 岡井真史, 日衛嶋栄太郎, 本田吉孝, 粟屋智就, 安部
純也, 仁平寛士, 伊佐真彦, 前田浩一, 宮本由可子, 金城紀子, 石川智朗, 葉山惟大, 国本佳代, 関中悠仁, 関中佳奈子, 竹崎俊
一郎, 植木将弘, 信田大喜子, 大畑央樹, ｼｪｲﾏ ｱﾌﾞﾄﾞﾗﾌﾞ, 伊藤莉子, 松田智子, 佐藤秀三, 山﨑雄一）：自己炎症性疾患の診
療体制の整備、移行期医療に関する研究. 令和2年度分担研究報告書.  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研
究事業）自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整備、移行医療体制の構築、診療ガイドライン確立に関する

研究 :  2021.

梅北邦彦, 岡山昭彦, 川上 純：HTLV-1 陽性関節リウマチの診療実態と診療の手引（Q&A）の評価に関する全国アンケー
ト調査. 令和2年度分担研究報告書. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）HAMならびに類縁疾患の
患者レジストリを介した診療連携モデルの構築によるガイドラインの活用促進と医療水準の均てん化に関する研究 :
2021.

西小森隆太, 井澤和司, 石村匡崇, 井田弘明, 伊藤秀一, 今井浩輔, 大西秀典, 岡田 賢, 金澤伸雄, 金兼弘和, 河合利尚, 川上 純,
神戸直智, 岸田 大, 笹原洋二, 杉浦一充, 高田英俊, 武井修治, 野々山恵章, 平家俊男, 右田清志, 宮前多佳子, 向井知之, 盛一
享德, 森尾友宏, 八角高裕, 山田雅文, 和田泰三（以下、研究協力者：田中征治, 後藤憲志, 江口克秀, 幸伏寛和, 薗田素史,
木下恵志郎, 土居岳彦, 溝口洋子, 津村弥来, 佐倉文祥, 江藤昌平, 野間康輔, 市川貴規, 川邉紀章, 守田吉孝, 福島紘子, 今川
和生, 古賀智裕, 白木真由香, 門脇紗織, 小野寺雅史, 内山 徹, 石川尊士, 岡井真史, 日衛嶋栄太郎, 本田吉孝, 粟屋智就, 安部
純也, 仁平寛士, 伊佐真彦, 前田浩一, 宮本由可子, 金城紀子, 石川智朗, 葉山惟大, 国本佳代, 関中悠仁, 関中佳奈子, 竹崎俊
一郎, 植木将弘, 信田大喜子, 大畑央樹, ｼｪｲﾏ ｱﾌﾞﾄﾞﾗﾌﾞ, 伊藤莉子, 松田智子, 佐藤秀三, 山﨑雄一）：自己炎症性疾患の患
者登録システムの推進、全国調査に関する研究.令和2年度分担研究報告書.  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等
政策研究事業）自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整備、移行医療体制の構築、診療ガイドライン確立に

関する研究 :  2021.

西小森隆太, 井澤和司, 石村匡崇, 井田弘明, 伊藤秀一, 今井浩輔, 大西秀典, 岡田 賢, 金澤伸雄, 金兼弘和, 河合利尚, 川上 純,
神戸直智, 岸田 大, 笹原洋二, 杉浦一充, 高田英俊, 武井修治, 野々山恵章, 平家俊男, 右田清志, 宮前多佳子, 向井知之, 盛一
享德, 森尾友宏, 八角高裕, 山田雅文, 和田泰三（以下、研究協力者：田中征治, 後藤憲志, 江口克秀, 幸伏寛和, 薗田素史,
木下恵志郎, 土居岳彦, 溝口洋子, 津村弥来, 佐倉文祥, 江藤昌平, 野間康輔, 市川貴規, 川邉紀章, 守田吉孝, 福島紘子, 今川
和生, 古賀智裕, 白木真由香, 門脇紗織, 小野寺雅史, 内山 徹, 石川尊士, 岡井真史, 日衛嶋栄太郎, 本田吉孝, 粟屋智就, 安部
純也, 仁平寛士, 伊佐真彦, 前田浩一, 宮本由可子, 金城紀子, 石川智朗, 葉山惟大, 国本佳代, 関中悠仁, 関中佳奈子, 竹崎俊
一郎, 植木将弘, 信田大喜子, 大畑央樹, ｼｪｲﾏ ｱﾌﾞﾄﾞﾗﾌﾞ, 伊藤莉子, 松田智子, 佐藤秀三, 山﨑雄一）：自己炎症性疾患の診
療ガイドライン/フローチャートの作成に関する研究.令和2年度分担研究報告書.  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾
患等政策研究事業）自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整備、移行医療体制の構築、診療ガイドライン確

立に関する研究 :  2021.

冨田哲也, 中村好一, 渥美達也, 高木理彰, 門野夕峰, 小林茂人, 竹内 勤, 大友耕太郎, 田村直人, 岸本暢将, 松野博明, 中島利
博, 西本憲弘, 大久保ゆかり, 藤尾圭志, 亀田秀人, 森 雅亮, 森田明理, 中島亜矢子, 岡本奈美, 辻 成佳, 藤本 学, 松井 聖, 山村
昌弘, 中島康晴, 川上 純：令和2年度総括研究報告書. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）強直性
脊椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究 :
2021.

冨田哲也, 中村好一（以下、研究協力者：松原優里, 渥美達也, 高木理彰, 亀田秀人, 大友耕太郎, 田村直人, 岸本暢将, 中島
利博, 松野博明, 西本憲弘, 門野夕峰, 辻 成佳, 松井 聖, 山村昌弘, 中島康晴, 川上 純）：強直性脊椎炎全国疫学調査に関す
る研究. 令和2年度分担研究報告書. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）強直性脊椎炎に代表され
る脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究 :  2021.

山野嘉久, 中山健夫, 亀井 聡, 松下拓也, 郡山達男, 岡山昭彦, 川上 純, 湯沢賢治, 中川正法, 中村龍文, 久保田龍二, 松浦英治,
松尾朋博, 高田礼子, 井上永介, 鴨居功樹, 中島 孝,村井弘之, 内丸 薫, 坪井義夫, 石原 聡, 新野正明, 永井将弘, 梅北邦彦, 竹之
内徳博（以下、研究協力者：松崎敏男, 法化図陽一, 森尾裕志, 米澤久司, 渡嘉敷崇, 石母田衆, 菅付加代子）：令和2年度
総括研究報告書. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）HAMならびに類縁疾患の患者レジストリを
介した診療連携モデルの構築によるガイドラインの活用促進と医療水準の均てん化に関する研究 :  2021.
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森 雅亮, 渥美達也, 天野浩文, 石井智徳, 武井修治, 保田晋助, 山岡邦宏, 山田 亮, 湯沢由紀夫, 藤本 学, 川口鎮司, 神田 隆, 五
野貴久, 小林一郎, 神人正寿, 中嶋 蘭, 川上 純, 太田晶子, 篠崎和美, 竹内 勤, 坪井洋人, 坪田一男, 冨板美奈子, 中村誠司, 中
村英樹, 正木康史, 田中良哉, 伊藤保彦, 亀田秀人, 桑名正隆, 藤井隆夫, 藤尾圭志, 室 慶直, 三村俊英, 岡本奈美, 金子祐子, 川
畑仁人, 清水正樹, 杉原毅彦（以下、研究協力者：有沼良幸, 奥 建志, 勝又康弘, 川人 豊, 近藤裕也, 佐藤伸一, 新納宏昭, 杉
浦真弓, 鈴木勝也, 長谷川 稔, 林 宏樹, 馬場俊明, 溝口史高, 宮前多佳子, 村川洋子, 村島温子, 森下英里子, 矢嶋宣幸, 山﨑雄
一, 横川直人, 和田隆志, 秋岡親司, 植田郁子, 沖山奈緒子, 岸 崇之, 木村直樹, 幸原伸夫, 小林法元, 佐藤亮太, 杉江和馬, 冨満
弘之, 山口由衣, 梅澤夏佳, 秋月修治, 東 直人, 小川法良, 川野充弘, 斎藤一郎, 清水俊匡, 住田孝之, 西山 進, 松井 聖, 三森経
世, 森山雅文, 赤坂このみ, 井上嘉乃, 大村浩一郎, 小倉剛久, 白井悠一郎, 田淵裕也, 土田優美, 中野和久, 楢崎秀彦, 長谷川
久紀, 平田信太郎, 平野大介, 深谷修作, 桃原真理子, 松宮 遼, 安岡秀剛, 梅林宏明, 小嶋雅代, 杉田侑子, 多田芳史, 舟久保ゆ
う, 松井利浩, 水田麻雄, 八角高裕, 成戸卓也）：令和2年度総括研究報告書. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政
策研究事業）自己免疫疾患に関する調査研究 :  2021.

川上 純, 正木康史, 中村誠司, 坪田一男, 篠崎和美, 冨板美奈子, 竹内 勤, 田中良哉, 太田晶子, 坪井洋人, 中村英樹（以下、
研究協力者：森山雅文, 秋月修治, 三森経世, 松井 聖, 東 直人, 西山 進, 川野充弘, 住田孝之, 斎藤一郎, 小川法良, 清水俊
匡）：シェーグレン症候群に関する調査研究. 令和2年度分担研究報告書. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政
策研究事業）自己免疫疾患に関する調査研究 :  2021.

友川 拓也,遠藤 友志郎,古賀 智裕,住吉 玲美,清水 俊匡,井川 敬,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智
樹,川上 純：家族性地中海熱に対してCanakinumab投与中に、回腸末端に限局する縦走潰瘍病変を呈した一例. 日本リウ
マチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 707, 2021.

住吉 玲美,古賀 智裕,來留島 章太,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,岡本 百々子,遠藤 友志郎,井川 敬,清水 俊匡,川尻 真也,岩本 直
樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：再発性多発軟骨炎・TAFROなどの希少疾患 特発性多中心性キャッ
スルマン病における血清バイオマーカーの解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 433,
2021.

道辻 徹,岩本 直樹,友川 拓也,内田 智久,來留島 章太,西畑 伸哉,辻 良香,岡本 百々子,遠藤 友志郎,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀
智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：中小型血管炎:ANCA関連血管炎(臨床) 当院に
おけるANCA関連血管炎における再燃・死亡リスクの検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回:
410, 2021.

岡本 百々子,一瀬 邦弘,友川 拓也,内田 智久,來留島 章太,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,遠藤 友志郎,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀
智裕,川尻 真也,岩本 直樹,井川 敬,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：多発性筋炎・皮膚筋炎:ケースプレゼンテー
ション 人工呼吸器管理やトファシチニブ併用を含めた集学的治療が奏功した抗MDA-5抗体陽性急速進行性間質性肺炎
の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 400, 2021.

辻 良香,玉井 慎美,川尻 真也,野中 文陽,有馬 和彦,道辻 徹,西畑 伸哉,岡本 百々子,遠藤 友志郎,井川 敬,住吉 玲美,清水 俊匡,
古賀 智裕,岩本 直樹,一瀬 邦弘,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：関節リウマチの病因・病態 関節リウマチ発症機序の解明を
目指した口腔内細菌叢の解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 315, 2021.

川上 瑛子,内田 智久,岩本 直樹,原 万怜,辻 創介,友川 拓也,道辻 徹,西畑 伸哉,岡本 百々子,辻 良香,遠藤 友志郎,清水 俊匡,住
吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：難治性歯肉炎を呈した抗MDA5抗
体陽性皮膚筋炎の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 725, 2021.

長谷川 侑美,友川 拓也,遠藤 友志郎,古賀 智裕,住吉 玲美,清水 俊匡,井川 敬,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村
英樹,折口 智樹,川上 純：特徴的な病理組織所見が得られず、診断に難渋したIgG4関連疾患の一例. 日本リウマチ学会総
会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 720, 2021.

鈴木 英二,菅野 孝,藤田 雄也,浅野 智之,古賀 智裕,川上 純,右田 清志：成人スチル病の特性 高齢発症成人スチル病患者の
臨床的検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 429, 2021.

岩本 直樹,鈴木 貴久,岡田 覚丈,古賀 智裕,川尻 真也,藤川 敬太,荒牧 俊幸,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,溝上 明
成,江口 勝美,植木 幸孝,川上 純：JAK阻害剤-3:バリシチニブとトファシチニブ 関節リウマチ患者におけるトファシチニ
ブとバリシチニブの有効性および安全性の比較検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 348,
2021.

玉井 慎美,野中 文陽,川尻 真也,有馬 和彦,青柳 潔,川上 純：住民健康診査におけるリウマチ二次検診の前向き研究. 日本
リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 545, 2021.

川尻 真也,野中 文陽,川上 純：臨床:内科 関節リウマチを対象としたMixed Realityを活用した次世代オンライン遠隔診療
システム. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 450, 2021.

高谷 亜由子,中村 英樹,梅田 雅孝,清水 俊匡,西畑 伸哉,川上 純：シェーグレン症候群 濾胞性樹状細胞様細胞のBAFFと
CXCL13発現に対するHTLV-1の影響. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 419, 2021.

副島 悠生,來留島 章太,古賀 智裕,川上 純：インフリキシマブ治療中に漿膜炎と関節痛を呈したクローン病の1例. 日本リ
ウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 727, 2021.
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山村 昌弘,川上 純,森田 明理,冨田 哲也：脊椎関節炎ベーシックセミナー2021「脊椎関節炎の病態解析と診断・治療の最
前線」. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 772, 2021.

阪下 暁,木田 節,佐川 里紗,藤岡 数記,藤井 渉,和田 誠,河野 正孝,宮脇 義亜,松尾 祐介,大西 輝,一瀬 邦弘,佐藤 秀三,下島 恭弘,
藤原 道雄,吉見 竜介,大野 滋,梶山 浩,佐田 憲映,矢嶋 宣幸,川人 豊：SLE患者におけるポリファーマシーの実態調査 LUNA
レジストリを用いた過去起点コホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 621, 2021.

佐川 里紗,木田 節,阪下 暁,藤岡 数記,藤井 渉,和田 誠,河野 正孝,宮脇 義亜,松尾 祐介,大西 輝,一瀬 邦弘,佐藤 秀三,下島 恭弘,
藤原 道雄,吉見 竜介,大野 滋,梶山 浩,佐田 憲映,矢嶋 宣幸,川人 豊：SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床):臨床経過 若年発症
SLE患者と成年発症SLE患者のSDIに与える影響の違い LUNAレジストリを用いた横断研究. 日本リウマチ学会総会・学
術集会プログラム・抄録集 65回: 379, 2021.

佐田 憲映,片山 祐,浅野 洋介,林 啓悟,大橋 敬司,宮脇 義亜,勝山 隆行,楢崎 真理子,松本 佳則,矢嶋 宣幸,吉見 竜介,下島 恭弘,
大野 滋,梶山 浩,一瀬 邦弘,佐藤 秀三,藤原 道雄,和田 淳：SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床):ステロイド 全身性エリテマ
トーデス患者におけるステロイド中止と罹病期間・慢性障害との関連 LUNAレジストリデータを用いた横断研究. 日本
リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 372, 2021.

山本 和子,植木 幸孝,坂本 憲穂,古賀 智裕,一瀬 邦弘,井手口 周平,芦澤 信之,平山 達朗,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,柳原
克紀,川上 純,迎 寛：生物学的製剤治療中の関節リウマチ患者における肺炎発症のリスク因子. 日本呼吸器学会誌 10(増
刊): 173, 2021.

山本 和子,坂本 憲穂,井手口 周平,芦澤 信之,高園 貴弘,宮崎 泰可,迎 寛,古賀 智裕,川上 純：関節リウマチ患者の喫煙に関連
する肺免疫細胞分布についての検討. 気管支学 43(Suppl.): S183, 2021.

山田 悠一,友川 拓也,遠藤 友志郎,加藤 丈晴,佐藤 信也,安東 恒史,澤山 靖,新野 大介,今泉 芳孝,波多 智子,大島 孝一,川上 純,
宮崎 泰司：医原性免疫不全関連リンパ腫として発症した形質芽球性リンパ腫. 日本リンパ網内系学会会誌 61: 94, 2021.

木田 節,阪下 暁,佐川 里紗,藤岡 数記,藤井 渉,和田 誠,河野 正孝,宮脇 義亜,松尾 祐介,大西 輝,一瀬 邦弘,佐藤 秀三,下島 恭弘,
藤原 道雄,吉見 竜介,大野 滋,梶山 浩,佐田 憲映,矢嶋 宣幸,川人 豊：SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床):ステロイド 維持治
療期のSLE患者における免疫抑制剤の併用がステロイド減量の成功におよぼす影響 LUNAレジストリを用いた過去起点
コホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 373, 2021.

原 万怜,荒牧 俊幸,梅津 彩香,來留島 章太,高谷 亜由子,岩本 直樹,一瀬 邦弘,寺田 馨,植木 幸孝,江口 勝美：腰部脊柱管内に
肥厚性硬膜炎を生じた多発血管炎性肉芽腫症の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 660,
2021.

原 万怜,植木 幸孝,梅津 彩香,來留島 章太,高谷 亜由子,岩本 直樹,荒牧 俊幸,一瀬 邦弘,寺田 馨,江口 勝美：当院の関節リウ
マチ患者におけるバリシチニブの投与24週時点での有効性と安全性. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄
録集 65回: 591, 2021.

高谷亜由子,中村英樹,梅田雅孝,清水俊匡,西畑伸哉,川上純：濾胞性樹状細胞様細胞のBAFFとCXCL13発現に対する
HTLV-1の影響. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回:  2021.

辻 創介,川尻 真也,辻 良香,岩本 直樹,小池 雄太,荒牧 俊幸,藤川 敬太,中込 大樹,岡野 匡司,辻 成佳,田村 直人,三崎 健太,亀田
秀人,谷口 義典,冨田 哲也,川上 純：乾癬関節炎患者における人工知能による画像診断支援システムの構築(中間報告). 九
州リウマチ 41(2): S10, 2021.

一瀬 邦弘：SLE・ループス腎炎の病態と治療戦略. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 735,
2021.

麹谷 典子,吉見 竜介,秀川 智春,櫻井 菜月,杉山 裕美子,國下 洋輔,岸本 大河,大久保 智彦,鵜澤 侑司,前田 彩花,平原 理紗,小
宮 孝章,副島 裕太郎,濱田 直樹,永井 秀人,土田 奈緒美,峯岸 薫,桐野 洋平,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,宮脇 義亜,一瀬 邦弘,大野 滋,
梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,藤原 道雄,中島 秀明：SLE患者における低補体血症と感染症の関連 LUNAレジストリを用い
た後向き観察研究(第一報). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 620, 2021.

片山 祐,宮脇 義亜,浅野 洋介,林 啓悟,大橋 敬司,勝山 隆行,楢崎 真理子,松本 佳則,佐田 憲映,矢嶋 宣幸,吉見 竜介,下島 恭弘,
大野 滋,梶山 浩,一瀬 邦弘,佐藤 秀三,藤原 道雄,和田 淳：全身性エリテマトーデス(SLE)患者における飲酒習慣と倦怠感と
の関連 LUNAレジストリを用いた横断研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 617, 2021.

櫻井 菜月,杉山 裕美子,吉見 竜介,麹谷 典子,秀川 智春,國下 洋輔,岸本 大河,大久保 智彦,鵜澤 侑司,前田 彩花,平原 理紗,小
宮 孝章,副島 裕太郎,濱田 直樹,永井 秀人,土田 奈緒美,峯岸 薫,桐野 洋平,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,宮脇 義亜,一瀬 邦弘,大野 滋,
梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,藤原 道雄,中島 秀明：SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床):ヒドロキシクロロキン SLE患者に
おけるHCQ使用によるステロイド減量効果について LUNAを用いた縦断観察研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プ
ログラム・抄録集 65回: 382, 2021.

宮脇 義亜,浅野 洋介,片山 祐,林 啓悟,大橋 敬司,勝山 隆行,楢崎 真理子,松本 佳則,佐田 憲映,矢嶋 宣幸,吉見 竜介,下島 恭弘,
大野 滋,梶山 浩,一瀬 邦弘,佐藤 秀三,藤原 道雄,和田 淳：SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床):ステロイド SLE患者におけ
る副腎皮質ステロイド投与量と心理的健康観に関する縦断的検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録
集 65回: 373, 2021.
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尾藤 大輔,岩本 悠,酒匂 あやか,堀江 一郎,宇佐 俊郎,吉田 光一,松尾 孝之,高橋 健介,有吉 紅也,川上 純：MRIにて下垂体膿
瘍が疑われ、抗生剤とステロイド投与にて病変の改善を認めた一例. 日本内分泌学会雑誌 97(1): 305, 2021.

重野 里代子,原口 愛,堀江 一郎,尾藤 大輔,岩本 悠,錦戸 慎平,中村 佑太,中路 啓太,伊藤 文子,赤澤 論,阿比留 教生,宇佐 俊郎,
川上 純：2型糖尿病患者における骨密度と骨代謝関連因子の検討. 日本内分泌学会雑誌 97(1): 337, 2021.

中村 祐太,堀江 一郎,重野 里代子,伊藤 文子,原口 愛,赤澤 諭,鎌田 昭江,阿比留 教生,金高 賢悟,江口 晋,川上 純：術前エキセ
ナチド・チャレンジOGTTを用いた2型糖尿病の胃スリーブ術後早期の耐糖能予測に関する検討. 糖尿病 64(Suppl.1): I,
2021.

有森 春香,鎌田 昭江,三輪 昌輝,山本 広美,森本 心平,古林 正和,阿比留 教生：COVID-19感染拡大に伴う自粛前後での大学
生の体重増加と生活状況関連因子の検討. 糖尿病 64(Suppl.1): I, 2021.

古林 正和,有森 春香,鎌田 昭江,阿比留 教生,三輪 昌輝,森本 心平,前田 真由美,小川 さやか,夏田 昌子,西野 友哉：COVID-19
感染拡大に伴う自粛前後での大学生の体重増加と生活因子の検討. 全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 59
回: 37, 2021.

道辻 徹,岩本 直樹,井手 裕之,阪口 立樹,古藤 世梨奈,松尾 巴瑠奈,小島 加奈子,來留島 章太,西畑 伸哉,遠藤 友志郎,辻 良香,
清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：全身性強皮症の病態形成におけ
るM1、M2単球の役割. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 49回: 105, 2021.

一瀬 邦弘,岡本 百々子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,井川 敬,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上
純：当院における関節リウマチ患者のhospitalized infectionの臨床的特徴. 九州リウマチ 41(2): S2, 2021.

江口 勝美,原 万怜,梅津 彩香,高谷 亜由子,荒牧 俊幸,寺田 馨,飛田 あゆみ,岩本 直樹,一瀬 邦弘,川上 純,植木 幸孝：HTLV-1
感染RA患者の臨床像から見て安全に治療するために注意すること. 九州リウマチ 41(2): S3, 2021.

寶來 吉朗,清水 俊匡,岡田 覚丈,徳満 純一,池岡 俊幸,厨 源平,岩永 希,和泉 泰衛,折口 智樹,川上 純：長崎県のRS3PE症候群
患者における既存糖尿病と治療薬についての後ろ向き研究. 九州リウマチ 41(2): S26, 2021.

古藤 世梨奈,松尾 巴瑠奈,鈴木 貴久,川上 純：ANCA関連中耳炎に合併した視神経周囲炎、肥厚性硬膜炎の1例. 九州リウ
マチ 41(2): S16, 2021.

岡田 覚丈,中島 好一,川上 純：IgG4関連疾患によるリンパ節腫大が疑われた2症例. 九州リウマチ 41(2): S14, 2021.

藤川 敬太,赤城 翠,辻 創介,遠藤 友志郎,塚田 敏昭,溝上 明成,峰 雅宣,川上 純：末梢性脊椎関節炎の診断における関節エ

コーの課題. 九州リウマチ 41(2): S10, 2021.

梅津 彩香,原 万怜,高谷 亜由子,荒牧 俊幸,寺田 馨,江口 勝美,植木 幸孝,川上 純：当院における肺NTM症合併関節リウマチ
症例の検討. 九州リウマチ 41(2): S5, 2021.

阪口立樹,岩本直樹,吉村俊祐,道辻徹,松尾巴瑠奈,一瀬邦弘,川尻真也,住吉玲美,古賀智裕,清水俊匡,梅田雅孝,折口智樹,井川
敬,川上純：抗MuSK抗体陽性重症筋無力症に対するステロイド治療中に発症した成人Still病の一例. 九州リウマチ学会
プログラム抄録集 62回:  2021.

玉井慎美,野中文陽,川尻真也,有馬和彦,川上純：Clinical suspicious arthralgiaスコアと自己抗体による関節リウマチ発症
予測. 日本臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 36th:  2021.

川上瑛子,川上瑛子,内田智久,岩本直樹,古賀智裕,川尻真也,井川敬,住吉玲美,清水俊匡,玉井慎美,中村英樹,折口智樹,川上
純：筋炎を伴った多発血管炎性肉芽種症の一例. 日本臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 36th:  2021.

岩本 直樹,陣林 幸紀,大山 要,植木 幸孝,黒田 直敬,川上 純：免疫疾患の形態病理学的理解 免疫複合体解析による全身性強

皮症の新規病態関連因子の同定. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 49回: 56, 2021.

松本聖生,藤田雄也,松岡直紀,天目純平,古谷牧子,浅野智之,佐藤秀三,渡辺浩志,鈴木英二,辻創介,福井翔一,梅田雅孝,岩本直
樹,川上純,右田清志：IgG4関連疾患における免疫チェックポイント分子の有用性. 日本シェーグレン症候群学会学術集
会プログラム・抄録集 29th:  2021.

辻良香,玉井慎美,藤井博,川野充弘,川尻真也,野中文陽,有馬和彦,青柳潔,前田隆弘,川上純：日本人健常者における血清
IgG4値異常に関連する因子の解析:Magnetic immunoassyを用いた評価. 日本シェーグレン症候群学会学術集会プログラ
ム・抄録集 29th:  2021.

清水 俊匡,中村 英樹,高木 幸則,川上 純：シェーグレン症候群における腺病変と関連する因子 唾液腺超音波を用いた検

討. 日本内科学会雑誌 110(Suppl.): 137, 2021.

川上 純：膠原病と支援ネットワーク. 日本難病医療ネットワーク学会機関誌 9(1): 29, 2021.

岩本 悠,山西 優香,錦戸 慎平,中尾 朋恵,原口 愛,赤澤 諭,堀江 一郎,桑原 宏永,阿比留 教生,宇佐 俊郎,川上 純：甲状腺クリー

ゼにより急性肝不全を来し生体肝移植を行った一例. 日本内分泌学会雑誌 96(3): 853, 2021.

山本 広美,鎌田 昭江,有森 春香,阿比留 教生,川上 純：ダイア・ゲート導入と院内血糖管理システム改革による糖尿病関

連インシデント減少効果. 糖尿病 64(3): 242, 2021.
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54 .

55 .

56 .

　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.437 3.455 0.947 3.273

総計

0 2 10 12 3 6 104

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

合計 総計

2021 76 0 0 0 0 7276 4 21 7 10 56 98

A-c

125

174

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a

2021

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

331.133

113

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

15.052 4.599

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2021

2021
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